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　　　浦市は古くから人々が暮らし、行きかう、あたたかい
　　　まちです。その反面、現在、市内では高齢化、中心
市街地の衰退が起こっています。また、街を見渡すと「地域
コミュニティが薄れている」「活気がない」「暮らしが不安」と
感じる寂しく、冷たい場所もあります。私たちは古くからの
歴史や縁を大切にしていた「ぬくもり」のある土浦にしたい
と考えました。そのためには、まちに「つながり」を生み出し
「にぎわい」にあふれ「あんしん」して生活できるようにする
ことが必要だと考えました。

土

ー地域の人たちと交流を深め、つながりの強いまちへー

二中 三中 ぷらっとはうすプラン

＜マネジメントフロー図＞

市民が集まる憩いの場

学校帰りの小学生

親子でのイベント参加

ー地域の人もたのしめ、にぎわいあふれる観光スポットへー

一中新治中 さわやかりんりんプラン

①里山の駅、水辺の駅プラン
　-自転車道を通じた地域活性化の拠点となる場の整備

②駅表の設置、線路のペイントプラン
　-廃線跡のブランド活用によるりんりんロードの
     魅力向上

線路のペイント⇒りんりんロード全線に整備
　駅表の設置　⇒筑波鉄道の各駅の跡に整備

▲

霞ヶ浦自転車道

りんりんロード

　 水辺の駅
◆川口 2丁目に整備
◇自転車整備所
◇レンタサイクル
◇地元産レストラン
◇温浴施設
◇自転車持ち込み可
　のホテル

＜イメージ図＞

　 里山の駅
◆藤沢休憩所に整備
◇自転車整備所
◇レンタサイクル
◇蕎麦屋
◇駐車場
◇地元名産品店
★市民ボランティア
　による運営

ー多くの人が行き交うにぎわいある市街地へー

一中 まちなか行くべプラン

①地元店主による「まちゼミ」の実施
　ー店のPRや参加者同士の交流を行える場の形成

③地域ポイントの導入ーまちなかを訪れるきっかけづくり

②まちの駅機能拡充計画
　ー学びと交流の機能を図書館と補完しあう地域拠点

地域の広報誌で情報発信

☆「まちゼミ」とは、店主自らが講師になり専門知識や
　技術を伝授する事業

＜マネジメントフロー図＞

＜新ほっとOne イメージ図＞

現在モール505のD棟にある「ほっとOne」
を E棟に移転
さらに面積を拡大し、現在の機能に加え、
カフェ、料理教室、まちゼミ会場といった
新たな機能を加える

地域ポイントは個人番号カードに集約
貯まったポイントは市街地の協賛店等
で利用可能

個人番号カード
ー健康で元気いっぱいのあんしんー

四・
六中 ピンピンコロリプラン

運動
社会参加

食事

■自治会での食事会の開催
　　♦月に 1回程度実施
　　♦料理&食事を通して交流

■地域をリードする後継者育成
　　♦現在の自治会活動維持のため
■シルバー専門人材バンクの創設
　　♦専門技能・知識を持つ高齢者を活用

“健康寿命を伸ばす” ために必要な 3要素
健康でいられる年齢を長くすることで、平均寿命との差を縮める

■朝のお散歩・
　　ラジオ体操プロジェクト

＜現在の取り組み＞
食事の配食サービスの実施
→他住民との交流を生まない

＜マネジメントフロー図＞

ハローワーク内に設けることで、現在とは異なり
専門性の高い職を求人
高齢者の専門スキルが活用できる機会を形成

ー防犯意識・危険意識の向上でさらにあんしんして住めるまちへー

五・
都和中二中 あんしんつくろうプラン

安全マップづくり 安全マップの活用

小学校・地元商店などへの掲示

各家庭への配布

関係機関への働きかけ地域での一体的・継続的な取り組み

小学生、自主防犯組織、地域住民とともに
毎年作成
地域内の交流の促進や愛着の増進を図る 地域住民への情報共有

防犯対策への反映


